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大学院修士課程の設置について
f］r州人学繊粗学；lll長　小　　　泉　　　清　　　明

　　　1　設置認可のいきさつ　　　　　　　　　　　　　　　　川しかり牙1ぱならかい白

　　オ学部の大学院蹴f時］∬椀榊士1肌田ll；の1川∫が却貯1　1川on如輸謝i輸∫この、Mr紺〕・｛踊硫の制（・1酒
の査定を〕腱・39触lr1’狛ち／11に・1」・これ江・畑；ln朧9B　小、きれた。左、11里｝IJh伽．，L＜瓢（時［い，　ll猟｝芝け↑・財「

文部省から内示された。制ζの醒こて順さ拓別｝こ大学院　とYl比謝㍍ζSr）は柏而畑1伽）鼎ノ品㍑岬］ぴ刷賭
　設置審議会の審香にパスす’｝1ぱ新イド臆から了1人に光兄するこ　　て1い醜け陶元4パ弼tと寸’㍍，台1婦ぴと・1川ll川liの帽｛a者て

　とになる。昨年8月り、文∬ll習礼全田に27のノこ学1ク孟：イリ1究利（F　　助｝刻受が対偵ドかろ。今川1、呂11rドτ｛パゴ［11の∫、学てけこの弧

　士課程）を設置したいズ；向（：文淵～？fイ｝叱t；い、1㌧，・1こ）ル允人Lたが　　柵～綿紅｛川n・｜弓問題があった痴㌔だか，｛、・∵1；にばざわ～ノパ駕ム

　今回認められたのはこの中の17研先科て，内1；1《け蜘’y：3，押　　　パス1ニパ人17飯、来ろ？月22目にげ茄1ズぬの刷レいll門養11

　学2，ユ．学6，批学2，：1＜政学1，水ぼ学1，繊1；｛ド∫川，イ1£　　の…lrヵ凍学，図｝ll》“剛ll蠕のf｛1｜の状～1己々パぷさに、1厚姑丁る

　育学1である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、儂1；である。
　・ホ学部大学院の394度実現1‡かなり困難τぐ事情にあ一」た。　　　なお今回認∩∫にえLる繊肌学個兜，Uのド〕～柄別掲ゼら矧、要

昨年却踏の祝桓おとされた大学力略古腕獣方、門k輌，　卿の通り，事嬬！御繊側’鍵，獅腹ぱ，細川批化巾
あり・多くの大学が獅1飾ヵ・ら申・・憤纐恒きた］晒も抽　 の3’判ノ三が，勅け貝寵川（伜Wい，1願別｝・・］，馳よ
本酬賦3年描ナて学科や諄微の増設が認めぽば二川願ど　り繍。謝’1・就川蝉，1ぴr増学，d、ごいぷい，，憎｛

　で，初めて瀕を川した当学部は1順序からいっても猟理てあっ　　が完IJ日一痴技組ほ械学」・1（絹咋：翻匿応月l　lJ亭，紘紬機械学

　た。しかしすこしく刷車的てあったと思われ｝《嚇運動と，穿　　烈及び∫，鮒パ。学パ繊剤畑｝1定機械学，祇邪化学戯｝庇”；㌔）の，宅

にも大学本1牌蜘増の深い」酬と・学部［獅仰脚1蝋ぽ　 た4即’之川↑学柚・汕い％翻ll｛ぱ1消1（謝’い川！物
木内四郎・代ポ土司柵・武lll榔［　銑生の倒l　l吻的のこ四経あ　ユ1｛・｛L学一、栂1郁L弓こL反肱し学）の咽，n！桿の謝泣

　って，長年の宿触てあっち大学院が叉現tたことは（今の哨　　中ni㌔・1一るこ」：1・たろう。

　点てこう断名Lても工支えないと只う）ご同慶にた版／「いと　　　た学院がてざた場1†の煽イ、的手ハ置iごついCは日ド文dニノ汽で

ころで・小生のおぼろ酷・t！億・こ誤バいパば一1刑㌦取　椥，川・ごけ・ばりL～こ昆はPか｛’・ムいが，；とず蜘糊雑疑
　時代にd～2肱）、学み日6の戸’があ・〉㍍よっ三1，lli｛和2納の　　か増撰しにノ「㌔，1C学院なもた歳い学川1制の人学に対して，

単科大学川細列の緬d・島この賠！、刷められ’内・た晒　 33川蝋40紗・］つ購醗，肋wた学陽ご↓．ぷの押・い’抑｝
　　
　はないかと思）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（・｛、学品てはjl、通学U，繊相構械学臼，繊維化ツL学利）に、

　　12月29口午径3則文部省の内ぷご隅1いて，｛1’1らに｝。但話1こ　　‡、磁用され：｝㌫しい。39｛ト肱の敦官ぴ究孜1よ38fl度の15％増

　なった各方面の廿礼参りをすませ，深曳ヒ田にL｝い♪たが，こ　　　（学生経¢‖は20％増）となり，それを抜準にいた40乙〃jl’性あ

　の翌日から正式のr似州大学ノく学院繊芋鱈畑｝究秤設il’ナ認可　　　るc批官定IUよまず不完全謝もの’ん杢化が行りれる。しかし

申詰剖の作成・こ烈k樹が雛ったパ川6日よ唱こ顕　 こ、｝1は3蜘賠醐」ぽい潮f眺」ぷの；腿み。恒徽学
なく文部昂こ提lllしなければなならい。冬休みてはあるが丘　生のための姐物淋言ちるが詳aぽ物Lころ不1列てある。

　方に旅行中の教’ITにも帰ってきて貰い♪］1坊当局は休罵へを返　　　　囚ム‘こ今まで存侮した3学科の内攻1｝は戊く学院f没殿ととも1

　上して超勤につく超勤，ついに15Hl享さ7鍋のぼう大な申請　　　｛こ廃止される。

　書（タイプ印刷）を作りあげた。偶然にも†ぷおみそかには繊　　　】［大学院の性格
紺工苫化学利の女・∫㌧学生が劔岳でi豊難の騒ぎがあり，売蹟的　　　ノこ学院戊1§準（24．4．12決定，30．6．7改。Dお・よび大学院設

　に生還したが，暮から新年は学胡二はてんやわんやの騒ぎであ　　概審査｝IL準要項（27．10．11《λ定，33．10．25改］E）によれば，

った。　　　　　　　　　　　　　　　「大学院はパ剛∫のlllぷ及ひ応用を拗受研究し孝その深奥を
　　以ヒお踊になり・また鰹レしてし・ただい泊∫褐こ心から　識bて，刻ヒの班展に、肪することをL｛的とする」。大学院
　あつくおん礼申しあげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　のうち「修．L課程1ま学1∫1；にオ3ける一・’舵的並び；こ18門的教養の

　文部省は大学院設置の迦格性の」・斑をいちおう，大学の歴　田鎚の1：に広い視野に、篶って一、I」攻分野鋤院し，粘深な学

’史と伝統とくに直轄学校としての経歴年数　（本学a；は50余　　ゴ喪と研究能力を異）ものとする」。また「ll9士課程は，独劔

年）教官陣容とくに学位保持者の数（本学部は39，2一現在　　r｝勺研究に．よって，従来の学術lk41シに函しい知見を加え，文化

講師以上の教鹸損6］人のうちll｛↓梱3，工博11，理博4，医　の進展1こ寄与す《、とと、もに，晦攻分野に1肌研究を」鱒する

博㌔計29人て約半数）・科学研究費の多寡（本学渦よ仁た　洗力を養うものとする」とある。したがって学校教脅法第52

　の中で医学部に次く），他の学畠；に大学院があるかどうか　　条に朋示されている「大学は！￥：術の中心として，広く知識を

　（信大には1矢学部に博土課程がある）などにおいて者慮する　　授けるとともに，深く専門の学芸を教授研究し，知的，道徳

　ようであるが・大学院設置旅議会は建物，敷地，施設設仙，　　的および応用能力を展㈱させることをn的とする」という大

図雷，標本など詳細に調べて辿格性を判定する。最も力をい　　学11的の中にあって，深い学識の取得と研究能力の錐成に主

れるのは教官資格である。このために教官は学歴減歴とと　　眼がおかれている。故に設殿審査基準要項の中にも「大学院

もに・概要を添えた研究諭文のリストを書い醐人調踏提　の組㌘は，研究々誠のたてまえから大学学詔1の修業年限を

　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
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単に延畏したようなものであってはならない」とうたわれて　　えただけで内容ぽ依然専門学校的のものが多い。新制大学の

いる。また大学院は別科や軍欝攻科のように特別の技能または・・使命は昔め大学と完金に同じものではないであろうが，大学

特別な事項に制限された学習をするものでもない。学llにお、　人の心構えが大学という名前にたいしてふさわしくないこと

いて一般ならびに草門の教養を積んだ者が・広い視野に立r）　　．ほど情けないものはない。背の大学や大学院では若い人1苫が

てさらに学識を深め，専門分野の理論と応用の研究能力を獲　　情熱を燃やして先生や同號と議論をたたかわせながら学の滋

うことを国的とする。研究能力というと，とかく理謝1跡究　ぴ　に精進した。ほほえまじい風景であった。アカデミヅZ、とい

のための能力蹄えられがちだカミ・それは楯の半面であって　って緒の大駒鮒された鮪の塔的のものは今嚥らい

他の禰には珊徹実地rこ応肌てゆぐための能力が当然　だであろうが，対象が没価伽勺のもの酪っ瓢，麟いは
粧ら踊べぎである・よ・て「癬命と応肋研究勧擁　社会の鞠に縮硫めのものであう、てもゴζ融は雑りア
う」とあるのは，この課潤」おいては．1に研究者，教授者た　　．カデミックなふんいきが欲しい。大学院の設｛｝tが契機となつ

㌶瓢灘㌶㌶㌶綴辰難識㌶；慧：卵ひ大蜘岬蝋酋迦
ているわけであ7・　’　　　　　　　　　　次に通俗的な融こすこしくふれておきたい。」頒蝉卒

　このような日的をもつ修士課程においては，主として理論　　梁生め学力が低万1ぐしたという声をよく聞く。戦後の学制は6

の161ピ対象とする救育・理論の而と応用の而を合せて対象と　　334合計16年で，昔の6533制より1年短いということ

♪する教育，主として応用の面を対象とする敦育淳を行いうる　　　と，時代風潮が強く働いているためであろう。戦後の救育の

ことになる。各火学ぱその自主性によってその何れを選ぶこ　　　よい面↓Xll山に物を考え，　i引［1に意見が発爽でき苫，所に・ロ，る

ともできるわけだが・本学｝llの修ゴこ課程は，学都の性格酉や現　　　と私は思r）ているが，それにもかかわらずこの頃の細学，1は

在の社会白腰縮・搬すれ↓惑当然第2のゆぎ方すなオ商01！　一，肋例外を除いて深くものを考疏而と捌」す硝に娼ナ

論と応用の面を合せて対象とする教育を1礪捷して進むべき　　ていると思う。昔の教育をうけだ欝庁や会社の首脳瑞が今の

ではないかと思う。講蕊実験・研究等だいたいこの11標に　　大学を昔の火学と混同していることもあるが，しかし大苫が

従って㌧くんである。　　、　　　　　　　　　　　　最終の勉学課程であるとすれば，その牢業生が雲力不雌でほ

　しかし培院はその詮な形態｝こおいては脚課雛盛t：　困弘とく！q測」欄タトと激しい辮・裡にある鋪：としで1醐

課秘の2酬醐肘べきであるから・われわれはで紗　嚇燃であろう・今轍蝉糠生砿綱鹸獣学罐
だけ近い将来においてレ「llZに先人の知見を塞礎にしてこれ　　　士卒のレベルで行った会‡ヒもあるし（工学系大学の卒惣kが

醗展させる醍る齢酬幻ま勘る働・課根」’ﾌ設鞭，灘してゆぐ細この傾鰍ます剖強く嫡う），駅の
齪するものでなく・「根横料：・よ・酬醐酬拓し・　銚で｝よ慨’陀学僻の初任継は・訓・肌恥孔
その分野における学的水準に新しい知見を狙1え，文化の進展　　　また入社後成績優秀なものはできるだけ修士課程に入響さぜ

に笥与することのできるもの・換言すれば・その分野の全般，’て将来の除部鎧成にそなえる会社もふえてぎた。会社のがい

にわたって株の学術水純n礪の聴とを鋤㌧龍醐　分としては風麟えて網囎の大弊・糊剖加ベル
究の地位を自覚するとともに，その分野の研究を指導する能　　　が一致するという。、

力をも備えたいわゆる学者の養成を目的とする」博土課程の　　　大学などでも全様で，やはり広く深い基盤あ上にたって専

，設置が許されるよう，救宵陣容の強化，施設設備の充爽，教　　，門の学門をしたものを救官資格とすべきだということが，閤

官学生の心1舷に力をいたしてゆきたいものだ・　　　立大学工学糠会議でも一致し瀧見で，このためには蝉
　大学院の設置によって外見的にはv・ちおう大学の“格”が　　院コースの鉾生をi傘額国費で養成せよという要望が文部省に

上ったと考える人があるかもしれない。あながち無理ともい　　　も伝えられ，育英会もこめために大学院学生の奨学金をかな

えないがヂこんなことは問題ではない。昭和24年学制改革に　　　り州額し．ているo

よつて専門学校はr律的tこ大学に昇格したが，漏板を塗りか　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39．2．2稿）

o

　　　綜合建設工事一式　　　　　　・

　　　　土木建築アスファノレト舗装’一

　　　臼下永道衛生設備工事設緬工

　　　　　　　　長野県上田市大字常入682・　　「　，

・、蹴飽宮…下　　組

ひ

、TEL（上田）（2）0271，2071，4034

誹鵬　川
　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　竃蕩レ勧

　　　　．』　　：　　　　ピ
長野県小県郡塩、田町　　9｝
　　　　　　　　　　　　　　　　1

‘オルガン針株式会社
　　　　　　　　　　　TEL塩田650　　・

　　　　　　　社　長　増　島　芳　美
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　　　　　　　昭和39年度信州大学大学院

繊維学研究科（修士課程）学生募集要項
　長野県上田市常入500信州大学繊維学ll｛内　信州大学大学院繊維学研究科

1，出　願　資　格　　　．　　　　　　　　　　　　s

　（1）　大学を牢業した者。

　（2）大学を卒栄した者と同等1以上の学力があると認められ

　　　衙皆。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　「⑩　旧大学令によるゴ曽を卒業した者o

・　　（司　旧高等師範学校》｝1丞llによるi葡窄師ll遣学校専攻科を71’こ

　　　　業したぴ
　　内　旧師範閣1冷によ罰～1」一、亨師施螺二校ま々よ女㊦高！寮師

　　　可範学校の修業年限〒年以上の研質、利な修了じた者《，

　　⇔　旧rl　3’〉校令によるll｝と校も1ノくは商書女t」校な21⊆

　　　　梁し．だ者また1よ1川∫1㍑：校入学｛者検定規川こよりこ

　　　　れ，と同．iS以上び）学力な：f∫す）《）者と検冗、＿れた者を入

　　　　学資格とする旧ll｝：門く“〃斐令によゐ：削Ψ挙1文（以下亦

　　　　rl］学籏という）で，修業年限5年1捕，1∴（予科の修諜

　　　　41三限を含むo以下同じ。）の1∫門学校を弓’楽した箭

　　　　または修業年限4年以．1二の：｛ば門学尻な牢業しウ修拶

　　　　年限砕以」二の瑚㊥X撤こ働れ硫撚儂判蜘年以
　　　　上の研究科な修了した者。

　　㈹　防衛IJ設澱法（｜昭和29年浬柑第164↓｝）によ為防術

　　　　大学校を卒諮した者。

．出座．亘類上．‡』　亘・｛事．　・・

　　　　　　　　　　入　学　順　，1目用紙｝湖；学部で交fj’す妬

　　　　．　　　　　用紙ぽ旅学’粥ワ：・淀付’すz
　　　　　　　　　出身ノ’：の学艮蔀た↓：ヒ｛）i部1が作成

調　ゴ・　川㌫1語辮1擶誌嘱懸灘i
］｛’証ゆll｝をも㌻］γ（これ｝・二代：膓吟・《，一と1
ができゐ　）　・

耀（鋤剛∋麗㌫1㍑習・㍉田徽iぱが胞∵一

　　　・　　　1脱巾冒，糊臨λ：さ引瞬岡」川6｛

写　　　真i治簾駕溺；祝贈醐川13’う’1

　　　　　　　　けll紙・駄ぴ醐ll綱綿て捌す司

　　　　　　　　¶［一 @　1’一”　“　　　　∨『1　…　　　　　」’　　一．1』　　…　　　　　’」　T　　　’1“1

＿．『1
@　　1　　　　　　、．戸　．．　＿1

　　　　　　　　脚耀辮き41㍑鵜5鱗19・、　

｛杣齢断 ?ai：鞍・灘羅撫｛継馴

　　　　　　　　1渕擶噛捌旧・dOミ酷鷲摘ことパ

　　内撚轍1継（1　抑ll24轍欄153’Dは・砿産’《1蹴　購〃・惣忽」・・瀧1ζW・坦轍蹴L『の

旦専竺塞δ堅と竺竺竺已．，＿一＿．い　入輔の逆｛姐判齢醐鋤・醐蹴び隅大
．ご竺i燈已鎧iと、竺、賜，罎［、L　磯（欄糊）か囎1蹴捌蹴より弩1ぽ

竺竿il鱗灘ii懸i
紡織剖1・名i≧ら峨ll‖！糠醗説i

l　i．．c　　㍑物響ざ般；化瀞二般　　・6試験科目・日時および場所
　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　1　　　ω　　ゾ：力試験九’ガ日1時・

…＋一計・縮鐘騰　1集烈

頸凶旦ゼ、正　　一□＿＿腿隅闘｝
ク耶1司　、，・諭剛～隅　　　已1溺“

繊ご化学 灘藁蹴・ζ一ll鷲繭ll：1；論、醗轟翻1亨汀

㈱纂蕊えこ竺こ　’ては醐蹴て7繍霧，r禁謝醜酬婿噸
3，出願期日　　　　　　　　　！商蜘する・

鞠醐15日（水）一…（オ・）　　　8～、，注▲奪、。豆、嫌1臓織一b、，・，正門脇の
4’

D懸鰯難蚕lll鱗1　灘撫‡1　慧≧＿な
の消印あ・もの崎効・す・・郵送・翻とし・辮・　（、、にたん綱。蛾定槻の、，な1軸があ。。も

　　は大学院入学志願書在中と朱書する。　　　　　　　　　　　　　返さない。

　　なお入学検定料を郵送するとき・小切手・普通為替等の　　　、㈲　官，公庁または公社等頭・職し、ているものは，入学乎

　　受取人指疋を記入する場合には・信州大学繊維学部とす　　　　　　続の際その長または代表者の就学承認出な必要とする

　　ること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からあらかじめ用捻しておくこと。

騨w縞｜繊二∫皿司爾
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（6）　色覚異常のものは繊維工業化学を専攻することができ・　　　最終試験に合格した者には修ニヒの！乎位力宝授与される。

　　ない。繊維農学および紡織工学：を専攻するものは紅緑　　　　繊維盤学専攻は殿学修ニヒ，紡織：C！状W：ユ文怜よび繊維工漿化

　　色弱程度まではよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　学専攻は工学修士とする。

　　イ訓大学大学幽糊究科魁課程靹　　奨，㌶会か噸嚇概、ナ剛噸縦いい，

繊維農学専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貸与される学資を奨離金というo奨准金の貸与を志銀する

亘竺三竺［＿旦三竺　科一目」≡亙
一養＿亘．竺膣激i膿鱈＿一＿．．＿＿1＿

二竺．ヱL三．⊥三越遺避・一　　　＿＿＿2＿、
蚕種劉蛾） o響灘　　　　　　1

一　　．．：　　　　＿＿二＿．L．＿．．こ．ごユ＿＿こ．＿＿巴　＿筆と＿旦」巡、．．．＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿．

‖羅：総剴墾緯1舗峯、障聯　　　ll

亘L旦竺．」墨纏9欄i9　　　｛1
旦型・亘＿盤難舞i学璽ニコ三∴　、灘｛：昌：鍋剛、脚，00円）

微三物学及び1撚物1’辮論，　　　12

　　　ものは，日本育英会法にもとついC定められた日本育英会

　　　奨学規根等により，遡号のう忠奨学Zkに操用される。大学
、　　　院奨学（1　月額10，0001q　修．1：1浬‡［ξ2力枯

　　受験生の宿舎
　　　上田市内の旅館にあっせんするか齢捕‘1者｝よ川願と同ll乎に

　　　申し込むこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ

　　入　学　手　続
　　　入学こ乎続に必双なもの｝よ下瀬のと齢りである。

　　　1戸籍抄本
　　　2授叢料その他

禦≡灘糠讐一＿！皇］㌫趣綱期川、o＿＿．＿．申し
＿＿．＿＿＿」＿巡登塁墜2捌呈鐘　＿＿、．工頭＿1　　添えます。

竺≧竺．＿、・＿．．．、　　　㊤1慧1耀δilむ完㌶貰縮禦；鞭顯鰻6

．、≡些三竺竺⊥L璽．＿翌．．．費　旦」旦巳

難蔓1繕鎌璽二：巳
讃驚諜L灘臨亘三二ニー「1二1

｛．蕊濾㌶裟㍑認1舗㌶鳥懸鷲雲
　　　選抜試験｝よ9月20ド1から1ω］10∫iぱ鱒ぴ）問｛㌃行うc，

　　l

　　l　　　　島沖科学機械・」理利・学機械

　　i　　　　新興ストレンメ’一ター・縣似｛1気炉

一一

鼈黷浴 趨纂灘鱒…時1亙一　2｝一　　剛動・9い・1立ポ賠㈱其
⊥旦1：竺麟慧綴載欝ll＿　　｛lll

一翻 ｮ剛癒』…丁逸一．1　川上科学キカイ店（有）
．巡麺1江堂演翌．　．二『：＞w：：L20一　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト維工業化学専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

田騨ば゜イ、瓢酬論　　…2一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　へばト　ロ　コ　　　　ロ　りり

酬塑旦L旦三認」＿遮．一　川上保人（靴16d約

極竺瞳灘藁齋ε…十劃1　　ζ。鵠ポζ、，；

幽維⇒械灘紡蕊論　・2
・竺趨鑓鍵＿．＿⊥五

竺染加工学L銚鋼論　．＿⊥』．
　　　　　　｝　　　　　　　繊維工業化学演習　　　　　　1　20
　　　　　　　　　ゆ　づコ　　ミぬ　ざへらロ　　　　ココ　ペ　　ル　　キむコロ　ふコア　　ぺ　　　　
　　　　　　　繊維工業化学特別実験　　　　1　40
　　　　　　　－　　　　一　　　　　　　　　　　一｝　　　　　

　　　　　　　　 　　　　　　　

　　

　　　．＿＿．化堂麹i避剛＿一＿、＿＿」　　2＿・

考　　　　　　　　　　　　1
講義は12単位以上，演習は2単位以上，特別実験は16単位

　以上，計30単位以上修得しなければならない。表中の演習

および特別実験の単位数は各講義と関連しておこなう演習　　i

饗欝羅瓢部一・て1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
業後の資格　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
‡霊慧鴛竃翫㍗霊±‡識三瀦㍗㌶　｛

替のご用は
　はやくて　たしかな　　　　｝
　　富士をご利用下さい　｝

曲会へのこ辻金は、当店宛の振替貯金

座長野3523が一轟ご便利です

　　　　　上田市原町
様の●富士銀行上田支店
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　　　　　　　　　　　　　　　林貞三先生ご逝去
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　仁州大学名誉教授前ポ」叙学部E4、会顧IliUl・八三クL／1二にけ酌　　　ll卜問からも川絡ある名前が忘］しられた観がありよ1た。先η．

冬来ご府な1療］1㌧中でありましたが，披話の冶放も，ご家肪、の　　ぱこの状態をぬ憾とせジノれ学部の肖1枯ちf支術fl，ご折の哨勢に辿

お乎厚い拓護Cその劫なく遂U］23日午後7‖1」17分ご逝2、　　応つるよう抜本的に改戊；【ゴ〕’ることを提唱せら，｝t鋭♪、’！その、㌧案

　汁お2月18日閣叫においで故礼↓「↓　氏，4‖il”第公づ×学歎　　　どrl』・／1θ力1沽を，パらカ”l　l～・㍉ノ晩fiにい紳‘～｝t属に］ブヒ心世

、♂↑い尽悼さオ1以加「llこより余娼｝L＜f・ピ位獅ノξ∵1＞に看いら　　ら加．刷べし洗礼在うけら，川1み川・」岬ト↓，nイ，・lil眩仁との

れ瑞宝了1’1授与・か‘ノこ冗ざれた。　　　　　　　　　　　　　　　　　不rl∫能てあw）た釣・｝tのノい占から｝1・、放ご山，よりやくい琉の近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に人㌫れん兄ノ1のこ1η・，い．れ戊一｛、よくわいbよ㌔いつか

　　　　　　　　弔　　辞　　　　　㍑膿？；鷲ll質！㍑1“漂；1ζ㍑㌶1オ

》1慰藷耀撒議・㌔；ビ熟：瓢：　蒜蹴1㍑；i㍑
がご瓢田ぷ剛硫7；伽軌う軌ずご」1ぷ訓、謀繍1〕月・
蕊瓢1謬：謬｛酬鑑㍊ぷ　1［｛和39日II281㌦州・ご馴・一刷・・1

狸喋廉漂；㌫ll；嵩㍑麗；謡㍑；，　　　　弔　　辞
りました。誠、こあ書】1’llの念に煮こえ才せんc「へども今ここ二先二l　　　ll¶鵬U　4　U川効1たところかfl、戊く松イ栖院いら屯川¶～があり，

とお別れするに際し己化めて先生のこゾ1∬L辻ふりかえっζ：Aた　　　｛｛・万牛がr術をされた丁佑は汰功1たか，経過がよくないと

いと存じヰす、学者と1てのξL生け1田4軸口二学中学ぱhた　　五砧があり臼表こn全く寝llに水て学ハ制くf、川の野口先11・と

製糸学のご研究を拍午の長きに↓い1rし1とド赫IL目ら｝しま　　　同行1ノτ，とんものもとりあ☆ずかけつけたのてありよす。

したo発表されえ一原箸nj畠文は47λ講の多数，二Lり，原ネ｜繭の処　　　室外には奥様か始め家肱様jJがおら，か1∫1｛1～u｝セ1き銃ノLの

理，繭糸，生糸，田の物理学1句諸仕杁，繰糸門械吾繰ポノ）法　　　］巾気が’洋易てないことな始めて知ったの一こあります。

売と製糸の各般θ㌦r門こわたり，就「卜繰ポ弘力のこ1り｜究1二け　　　　n頃かr・ご丈」、な先牛か‘～，のよう吉lr’ぬ〔になろうとけ，力

最亀力なつくきれユ1た。ご研究｛」、いち）れオコΨ論とリ、川幸ノ｝二　　へとぱ思なず全く夢のようてありよした。その後先ヨ．力の趣

おいて高べ。輌計t，学界及び’駕界へのn献：よきわゐ’ごノ○　　切、㍉処置と，ごσ㍊う、L畑寂食私忘、｝パの懸献Cご石的こより

いσ『てありますc先生が日本蚕糸学会の副会艮，1｜｛パぷII怯　　　法轟ハニ岸；じ／）いでさたと1珊き，愁眉在ひらいたのてありよす

械学☆の評康｛㌔さらに1τ本学術会議の会Ωに1‘江ばれ，学£　　が，〆媛心1ながらも先牛のこ1挺紅｝∫起を折りつづけたの一Cあ

1ノ∫の伍鎮と仰がれたのも故なしといたLません．　　　　　　リドす、、

　教育者と1ての先生け学佼1二あって製糸学の識我＞L担当さ　　　｛かL「1頃強健為フL生のP］体をも一・ζいても，灯病，二は勝

れ仁のでありますが長い経験を通じての授菜は学：Lにとって　　てず提に去る2311午伐7鴫，ご家放様の｝3丁厚い石戚の効

親昧あろものてあり門下からは多数イ頂猷く可門蜜が輩出いた　　　もなく］1∫起の望みは泊え，幽明境をことにし永遠の眠りにつ

しまLた。蜜た補aJにも力をiiがれ3ド菜後も就減あるいは1　　いて1才ったのてあります。今後永く永くノぼぎでいただかね

身Lの間題について先生のオJl郵：話になったものは放えきれよ　　はむら∧い大’liな先生の予朋し穴いご逝ムニあい，ご家放様

せん9先生は大学にあって行政面にもlit越した丁腕どふるわ　　　の1β随Jl如よ如1可ばかりとこ据察中Lげるのであります。

れました。製糸学利の学科主任，学端の各何委ll，イト‘∫くの訂　　．　また吾々敦え予迂も悲しみに打ちひしがれ，この報せをう

議員また33年8月から35年3刀まで学M；長と1て大学経営に　　　けた全国の教え予辻ぱどんなに悲1んていることでしょう。

尽されたこ功刷よ忘れることが出来ません。ここに牡に中し　　　私が最1菱に先生の†3声に接Lたのは，咋年の千曲会総会の

あげて感謝いたさねばならないことは，先生が繊ポ1｛学部の改　　lllてありました。その折先生の御様・刊こ1よn頃と少しも変っ

新運動の火ぶたをきられたことであります。繊雅苦目llはll召和　　たところは見えず，後から見たn己念写貞のお姿にも少しも変

244の学制改革にあたり単『｛51格の激しい運動を展聞いたし　　　りは見えないのてあります。先生は懇親会の16～上で私の肩を

まLたが，どうしたことかその後の10年は学品の空気i先滞し　　たたき，「学hi；は今，非協｛こ璽大な発展途ヒにあるのだ，千
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譲霞塾謙，i灘1購㌶≧塁i撫6羨灘豊

棚間は20名で誹づ醐・支銀儀支飯鋼紅絵酬｝か拓1磁酬の　蜥の・ほ～醐鋤繊・功力ζ2％で
；；｝　，㌶蒜顯曇；㍑鍵…4設甕欝‡隠罐；雛ぽ篇㌫；1沈㌶㍊蕊麗：ごいるノ」i渤60％

iil難雛灘璽竃i撚羅灘ii　i鱗i騰議灘i

机て散会した。　　　　　感・蝋た次第です・刷～率の忠いの献翻吸，泌使靱い・㌍，総会の胸
　牡に大先輩てあるネ問直人氏（蚕1）　変残念であつたが・人そ’hそれの都合も　もよくない。

瓢蒜㌫ぽ醐されて‡雛當；≡1轍のllU㌦瓢麟巴謬r器竈

曲会は一致団抗して学部の改新訓Illの達成に協力してくれ　　ます。

よ。」としんみり訓されたものであります。これが先生から　　　　窪たネ上公的にも各縄の要減につかれたのてあr｝よす，「1本

聞いデd鹸の后蛭ありました。今にして思えぱその時す　日曽術鋤川硫られ閲｝厭刑IW曽の地も胴1：びは跡麟
てに何かを感じてき13りながら，吾々を心配させ士いとの心・つ　　　れ，また蚕糸学会の評識ほ，哩）hまた↓1㌃，副☆長在1慌任して

かいから平常をよそおっていたのではないかと思います。　　　　学会につくされた功猟も極めて大さいの“Cあり才すQ

　そしてこの言蚊こそ先生のお声として永く永く記憶にのこ　　　その他巣界においても数イζの顧間的要職につじ・℃活蹴され

ることてありまし」、）。先生は大正9年年年若くして栂佼の　　　ノこことぱ汲え切れないので1朽り患叩o

教官となり・その当時から研究に，学ノヒの就1胞こノカをそそが　　　このような繁拓なn常の問に先ノ1：にはr曲さの川噴としで

姫のてあ帽す・聯・畑・内婿鋤税酬肌て，　また」lll・眼とレ舩の搬｝・…た，’，川の酬のた評，に尽

当1吐鞠hの酬てあ一ぷ繰糸働の聯吐りくみ・こ　力油たのであり軌はのよ冗川M脚o｛1・剛婿・
れをフ誠Lつ脇の繰糸ll蹄を1・位したのてあり鋼一。この　通り寸眠1イ＜酬£c＜一ll：のた、砿批，砕がダ・くばご
研究こそ／〉「τの製糸呆界に技lll、了的爪Wをもたらした自動繰糸　　　呂労をされて来たので誰，り駕す’，

法の剛加・な・たのてあり一1［代製緑に醐し鯖の功　先年〕鰍され，よバ〈rl分剛眺☆冒h‘畑随，
細よ翻国の鯨鞭：・氷ぷ疏さMもの疏ります。　刷加、尼酬、号に入帰・，帥か・・劇’ぴ側・ぷ・1ぱ嫡

その他製紳への仲’糊争」1　払の導ん酬糸織卿1究　とじ（い欲先の三伽，先柚M翻はぱ｛噺ぱく

繰糾の顯変個1陥ラウジ恒酬蹴ど酬醐・　継鋤纏ヵ一紅郎1眠ll勅．、パ眺も川せ
の聯轍’D’とま勘｛・ません・　　　　　恥ん．Vかし脚∬1由：叫・肺・川・・）川∵ほいよい，帥
訟撫汀の鋤収つい“α舗に紗の心相，ヅC、批ら　開さ刷熟れた噺あり｝・卜，ばhかr、川柚．袖嬬

騨職してから〕抽されるよcの・4的間・二ぴ人のII挿　おいて、同にじζ恥減嚇渦ぴ’ぽ・，蝋いけ，、
の偏をし槻学川こおいて賊’仙り・螂1｝とじ（バ　　1ノぽ・城r加’馴口卜㌦し㌔1い脱，川肺・泊

鑓i蕊ll覧麗磁ii：1鰻苔ll欝；；1鱗藁1灘議i蕊鷲蕊i蕾

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展のためご加、光をrDあた亘．ドさい☆

また学脂砧なられた先伽ヒー’抽；の将紐競醐1．し・　担どらか安ら川ユ1‖い陸い，
苦界の搬勢を辻観さ」1学部の改折を1・1画され・スタ｛トをき　　　1ソL卒ζ三生か代みれ，つ輻なさ㍑草か梓げ兄りいご筑礼｝を

り，そのバトンはユ見学部長に引きつ、数ξ｝したの℃あります。今・　　烈Wりし’1｝辞と伎tま｝白　　　　　　　　　・

学部け学け1｛瓦をll］軸として，殴職川・↓1詰い　この“1画は着々　　　　　昭Tl130q　l月2811

獣現さ’｝γめある〃！であはす・批｝詠く永く生きら’｝・　　　　　川脚、剛飢・ほ部、踊
て自ら1惇いたこの改新た展の姿を見苗｝け1ヒかっノヒことと思い

　　　支会だ　よ　り　　　　　　　　山形支会総会　　　　　　懇視瀞｜☆｝オ助，ヒ兄▽］鑑㌣L川附近

　　　　宮城支会だより　　　蓬1の跳おUかた臓の21日，川多の削5の掛恥汲｝㌔榔山ll僚順
繊螂絵　　　　　問脚重りはクリ知ス揃に’識も上綱‖！鵬顧煕嚇謝）細た・識

い煕擶；篇漂ぽ蕊鞭‡念！三㌫㌶嘉還1憲；㌶㍑1瓢霞6竃恕§懸霊鴬〉芦㌶慧6

会を開催した。　　　　　　　　　　　　　すてにシーズンに入・〕たスキーと樹氷　　しく駕あ1｝亦先輩の田i∫1蝉｛陥7ト）たg

　　　　　メ　≠　の・・臓・・酬はま鱈・蜘・山‖陶腋目剛枝酬蛙飢の
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い己力い1鳳り蹴［川・艮剛川1世　醐乱た順・30wゆ御繊鯨　薬師1崎太郎（昭10・糸）
ぽこと㌘亘蹴・ノ贈’｝・加・鍬　酬じc暁町したが冷く変。て　鰍蜘・剛で1・刷か亡、畑悟
の蜘醐脳・醐｝7剛刎1・りであ　いζわか耽か品．然I」、！胸颯　1喘劇の汽・1働である。轍定

つ簸伽酬酬1…郡の嶋灘；溜二㍑瓢錨；；魏瓢罐蹴鑑裁
醐脳によぷ印ミ川1鹸の’は㍑て12醐賠一祇栢て一梱・る。タパ　耕」鎚の細力就てし、る。勲和
1川｜（IW川細1川川川　「し7・・　輪全然や川蝋・パ・剛∫もあ」：り醐力靱：ミ阯し蝋外聞で劇∫さ
松1綱胱廻と｛’（・綱・の訓耐∫熾くないよ江ある。　　　れ・Cいはとば，一つには菟ぱ取繍

翼灘灘議戴；ll繍㌶：，：i夫1灘翼i灘；
てうれしかr）た。　　　　　　　　　　　　　　　息帥†巾イP人1更1‘・益品誠IE，成尾｝㌦八∫｛ll　　細田博正（昭33・学紡）

　協誠巾項としては臼）母校火災似興資金　　浅冶袈蜷男（i沼g．紡）　　　　　　　　　　この2ケ年の問に、急に人相が変られ

の酬網f；，9柵27・000111“G脇50　鯨か噸互瓢蹄人撫【Dこ£　たようだ学生顯がかくれ，祉会人と
周鞠創ぱ齢の際醐醐を達飢　職として搬泣蜘力・りで砺。　レCの繊が継蹴て粍結果だと
たが・今回はその帽紅あった為碍目　椚拠の蜥で・｝剛班されて陸油　思う。蹴の鋤，鱒レー・ンで一
馳・誠い・t捌昧た加㍑断　砿化蹴｛短醐の鞘も短な　働御醐を祈る。
　llこ㍑≧㍑1惣＝澄＝瓢；撫；河2前鵬；，鑑。撒て，呂ら
蕊こジ‘てい’：・の1パ・｛寧ノ・は納め　今矧細化訂醐牌とば鰍舳　踊。昨4瞬飽蹄紅細1瞭れ

蔓隠㌶㌶霊叉㌫瓢膿罐織㌶；婁甑2㌫璽蕊緯1驚
蹴鰐隠懸ll漂撚織　1‡蒜籔謬詩聯蕊識瓢竺‡

　　出脇者　　　　　　　　　　　　　　　　　』lj名をとどろかせ卒業後｝よ，日本せま　　　てしまった《、富川た先輩の後に成尾先

椥∬f軸理蝦｛よ’」劇軸四国鵬1　しとk慢醐り1蹄さ概が，1熾の　郊揃じ社にて鋤芳い酬1滴砿る
　¢繭検定所のゴこ1護｛二御n｛肪さ］i，県内　　　　イたδ，汀Lむなく帰「日し現イ1…け力向llム換，　　　　工場経営もそのしλづよせは｝見場に来る

　ζ）£場1，参脚iの為2～3のに場を』己ら｝L　　　”ア生1｜～∫C最もさら♪いであっプヒ数字と毎　　　　ものと思、わ」しるが，　え｝さて鄭1丹を究破

　て’御柘｝校のFlを麺〔しwr二」貞き，給£こ4’1哨　　　n宕、しているとr硫してlt肖られたが，豊　　　されるよ）一層の活躍を祈る。

　催したのであったが，御1疲れの処大変　　　富なイィく験1こ，梧くノくいなる活躍カミ期勾さ　　　工藤見吉（昭5・証）

　」却迷惑をお掛け致しましパた。｛公111駅：こ　　　，｝rしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窟C験場も10年に二なるカミ，輌旦製5力勺足々
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魏轡蔽論㌫i籔撫欝搬璽il；灘灘鷺1讃

懸1撚鷲：；：lii嬬繋竃1蟹難i灘懲1

諜i難曇騨！1竃1灘雛三蒲嶽i襟灘雛

め1こぎ溺されていら」しりよ’・た加丁の友なわれわね嵌った。終戦・思想と一恒ン1ニフ、狗ジ猶鰍れた・噺ら，1・

艮酢段予鯛1減期にゐ：っていて・提粕斉の混乱用1をへて11ぷ親川魂興さた1几硝肥汲ぶも尽きざるもρ抽あ
　出期限に迫ら、｝して当日出席出来なかつ　れたのてある。思えば長い，そして波乱　　り生した。明けて2611tばしの》ll考1を’鵬

力籔罐瓢ξ1麟葦；難難縫麟麟1議欝翼；籠きi
いて，仏の感を占きました旧知の力に動　　のばかり。やがて，叉妓4人の光来とも　品り川来才すのて多数の皆さんの1刷111小
静を知って頂ければ」1しと思います。　　　なれば一・1・はますます賑かになってくる　を期待していますc　　　　、ピ、

　　　　　　　　　　　　（工藤1の　若きn，　細ケ丘てn吟みし脚睦歌い　’　　　　　・郷己
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一：1霊灘謡2i㌶㌶1撒整｛議懸無ζ
する・漏1［化学川噺1・が，酬会榔名が遡↓商・た・　　　　　小山胱（糸16）踵1～剛嫡嚇
より北条6｝］r理ill（繊∬tイヒ〆、ξ～「1訂∫llll17『：）　　始めて開かれた繊組化学丁ミ1同窓会であ　　川村雄ご郎（五、　37）lllミ庁蚕糸課

酬いて・鎗桐州饗会醐いた。　噛ので，大いに品がはずみ，妃りつ　熊酬次郎砥38）県膿政課

聯罐㌫㌫1；1；謡・灘響計ぽ五輌酬麗銅璽1謬麟舗
1剛・訓心とけカ、7めrぷ」杣’鰍　燃力llの加の返い諏こ・）鉱貞」す　叩酬（虫26）1綱通醐
紅降一1醐訓1、撤訪肋ぷ砺・口数鵬と成胱拒，声力的も近い酷　淋昭G・緬）日胴業
《烈瓢艦1㌫1，；蹴1「㌫撚辮｝1、罐！）r　，。㍍｛1元i：：㍑1轍雛｛竃

㌶」齢瓢㍑‡螺い1謡｝ヒ晋、総蜘㍑謬1聯；耀・瓢㌶
しぼ日硫め川租で、P輌）　（〃7＿　‘、）ノ・槻勝（〃8）〃蜘泓（〃9）る趾蜘・」▽恒踏てqヒ鰻緯両

棚蜘（靴2）棚似〃2）棚様）戌船会酬。・ξ蜥剛1糾の諸
鰍（〃．32．翻牛（〃4）’棚人戊喘んど搬’バ1パゴ：・柵，妃
（”4）：欄」（〃5）｛恒IL男（〃5）蹴いたぷし・・，1の‥1い、・・て

森　瑠伯ム「〃5）小抹敬明（〃6）小松　名簿｜：公ll30余手；わた分1｝山ζlk二ぐ∫，し

蝋（”6）聴距（〃r）、酬・D∵・分側1，，・：・1恥，とパ・1↓榊1仇ピ
（”7）藤1尺通人（〃7）よ嵐藤∬：り］（〃そ1て別府嚇1し・1た　胎人太郎，小

8）イ・m保（〃8）高品電）：（〃8）水り胱・・向氏1’も敬抽i：・嚇とるよ

酬1人（〃8）索川（用）小酬弘う・撫｝厩・机勘。
（”10）」1　即く（〃｜0）｝｛1中醐f（〃10）　・賊紗｝、恨と馴i祐細ノ、㈱…

　　　酬剛会贈端　㍑；蕊副欝蕊㍑：繰

　場厨巳た阪↓∫｛宗衛r書勺rlrいうにごて，集　て開かれた。この集会は聞催地大・肇附属

　　　　　　　　　　　田r田　博

　棚この、｝帥酬くの日、1ぐ螂」が抜け

￥C｛尤いるカ㌔　最近細1岡の鈴本氏力、らその

鴫σ記念写∫〔轍し寵ので，訓㌦邨さ

門λこそ｝1ぞ・れの支会の各位にf邸7Lを中1・

げる積りてJlい鰍a8てある。　　・’
　奄国大学胆場協議会｛火季た会とノく学盟

」」淑剖醜絃（蜘瑠．削Dの二．つθピ
会合が昨峯刊0月22，3rlに九州大学腹学

部の御μ｝，孟で郁岡巾の中心街の協君1ビル
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難毛漂瀦駕憎㍑烈烈；1、｛1瓢濡罐雛いII；㌶1赤㈱収。。州、
川1］彬（糸23・万川材・帖n営）び両氏　ゴこ31厳川に打われλ二。　　　　　　　　　1｜1勺λこ伽物）同分」勺り1究所ド亦嘱｝岬ξ

か都合て末じ，ね汁い山コ，おぐいてこ八　　　　　会報編集委員会開催　　　　　収ハペクト～Lがメー・λ二、ハλ外線吸収ブペ

かつたのぱシし含たった・　　　　　　　　1川1田ぱWl締rゾ日Cを開｛lll。1部・。　〃トルけ・化学閲15・の）ご汽側究101・1：

　罫，12611η’制ll　ll61氏・う・ら　，llてllrミかド・の　♪1｝川川尚　，71iilhll　fll，　Ui』IL尚，人　場’｛・にけ既，殆ん、1川，｝リド（取人｝tら〕1、ご

名沈てある珍↓lllをluい】r此イ・1・別｝ぱ｛1・　lII泉L，4・川冗，・N｛、肪，い各氏XU－r協　」ll｛｝Ul」v’取L71ててブ）和のえ，の℃ぱかい

げ・悠久■昌か㍗火舟燃1抗ける」ムう　，、」、い∫い①11舶瞬ξぷてパPはfl　10回　が，小学品づ…た｛・のぼi酬ノギ1刷翻：‘

複人火ll｜グ：典」lli阿fl・｝1川∴イhり・若〆llパ・　戊じ1旧？F1川↓｛｜1卜｝’、戊に‘1定1ザい　に］一て高分了化合物の蹴！｝ク機粥へ’1；｝｜冗

λ1眺めに1ば1人界を忘｝し川際的i｝・1川〔　るのcウ月川Ll｝目1し「了、こキ◎③3u　すゐのに仙刊に1’iら｝｛ヅいる1・こ｝1に・L

郷別f山　いた四il5刷j’融にfCllの厭徹担り舗、1、怜い鯛1順一1一ろっ・らけ北学・綱1｛r：学1蹴撫晒
市内観尤ハスで猿ゴイ」名1川1崎山・地∫・λ　こと。人学院田1～にイ†う．三パ’一ス日、1ノ　に一・段と力が加わるもび）占朋枯糾い各

めくりを循ませ“輻宿ド藷白い／この陪川頃　ヅとし小眠・・P杁｛楊ξの市砧な依1拍ず4、こと　川0心広く仙川・1ぺ）∴とがfl矯れ℃いる

敦㌧龍。　　　　　　　　　　　　　　　③↓沿沌僧卜協鮪μ、；llδ’別nl　c閲Ψす　　wお1．学部臼ξ町）に量」既に以llllかド・

　別脱一け河台式太良1｛民「糸23）か旅館　z、こλ，、　　　　　　　　　　　　　　取人］！ら】1てII匙い｝朗’究1に沽躍いζい泓・・

麟繍i灘頬ξ㌻欝ご日欄　、症礁蕊ξ郷㌫

懇繕雛灘i鱗難塁鵜噸i棚｝：搬讃羅

蕪撒i議難㌶（欝竃総撒灘…；蕊藷蕊li∵1漕
だった。翻洞舗に慣習のテープで送成獅1により千1昭こ眠郷公｛n鱈る　　剣品麹難救眠酷

籔鷲黙樫三罐ぽ』鰻2；‡識㌫慧蕊㍍難嘉雛二｝鎌ぱ！跳甥紐；剖㌫㌘

輔竃1灘鮫…鐵㌶回・魏撚量｛i璽｛：｛羅
　るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東海レf日ン株式会刀工勤務の斑ミ田喜代　　頂シこ成功した℃31日，CI｝、肖いhlい，

　謹啓　　故林貝三三葬儀に際しまして｝よ

ご懇篤なるご弔慰を賜わり［1つ公私と

もこ鈎亡中のところ遠路わざわざご会

蓼L下さいましてこ鄭頭なごるご厚志を賜

わりまことにイ1抑へく厚くi卸礼rllし」こげ

ます。

　斗速お伺いの」・伺｛ネL申L、トぐべきて

ございますが暑鼠ながら書ヰをもって

厚く御礼中し｜けます。

　　i｜召不1139まF1　月281『

　　　　　　　裂　林　応けを
　　　　　　　男　　林　　　幹　　雄

　　　　　　　クト　刷　戚　一　同

，と氏は38｛1度技術士国家試験、こ合格し，　石川悦子さんはへ1）ノブい　550’1、卜吟

ご門の搬と購を脚糠竃羅㌫、嶽
　　　千曲会費完納者氏名　　　　　ア救助セ始め，目貼30φい！1目さんか允兄

　ネ会会費納入通U40回を完納し，会費　　ザイル磁保・二て∫τ｝11拠1川た・’i還川火

免除とかった会nは次のとおりてある。　　た’担よ右川さんの沈イ1ゐこる臼刮，IL‘1㍍

木会向E充展のためご協力を頂いたこと　一〉一の協り，人賦・’i’の他多くの索力・

を深謝いたし才す。　　　　　　　　　　　我々に卓いした。イ1川さζの負侮八鵬は
　　古川　俊之（蚕101司）　（愛知支公）　　頭部裂傷Gくさ8㎝・言窯さ5し脱）畑内川
　　原　　　　茂（Z｛ξ13回）　（愛知支会）　　1伽・花足不ンサ・足指《虫ll月1㌻、：γ）たが

　　今吉　築郎（勧5回）　（愛知支会）　現在は全快じG・る烏昔↑ぴ＿榔ガも惑ン‡｝

会員綱・蹴酷申込初まる　錨；恩5蕊懸蕊普謡
　今秋発石予定の会ほ名簿に関係茉界の　　に反省，rlこ1批判をくり返1，萎伽“‡ゐ
協賛広晶を募集中であるが，長野いサず　　小なく安全恒つ欧dピ、LI｝1協度な山f∫ち
｝ヨ動中取締役宮沢：培雄氏（蚕30rr1P｝㌧）ぱ　　ll指す覚’1～lr’－h・）」、す　　，，∩　こけ　Jj　l．

1月佃日来会1頁大の協焚広告を申込ま　　句こ党flびll嘱1ハ帽｝1・＿掲載し．よすのてこ

れた。陸続と広仁賦、”を期待いたし，ま’す　　りんドさいp　　　　　　　　　山岳部
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　火災復興資金募集締切近づく

　母校火災復興資金募集については第24回通常総会

のさい募金〆切期日を来る3月末日と決定しました

ので、申し込をお忘れの方は次の募金要項と支会別

募金申し込納入状況をご高覧の上奮ってお申込下さ
るようお願いいたします。

勢金要項
　募金日標額　 5，800，000円

薇麗罐づ晶燕　50000・・円

拠出額1ロ金1，000円1ロ以上
1…1…1　　込，　蔀畜　　切　　　　ll召矛n39釜｝三3）ヨラ｝ミ

　千曲会員各位

支会別母校火災復興募金申込納入調

　　　　（39．2・19X陪り三）　、

≡猷量1竺麹劃塾竺璽塵魎｝属標額

母校火災復興資金：募集爽行婆員艮　　　　　｛　　小

　　　　　　　・　巣　山　喜　吉　1　川梨

北海道

北　奥

μ』形

宮　城

；編　島

群馬
埼　三1《

栃　木

．茨　城

千　葉

※　京

神奈川

　　’”　　〃…∨　｝へ“〃ぺ＾『削『’“＾’疹…｝’　”“　　”　～　　　　寵　川

　　　　火災復興資会兜納者氏名　　　　　北佐久
5，0〔joF］　弄11111　〕1警　（糸12’　1：ノ」、）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ衰f弦…久
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